
６－１  １／６時の指導計画 
(1) 目  標 

相手や目的に応じて，文章の形態や展開に違いがあることを理解することができる。 

(2) 展  開    ※ 表中のゴシック体で書かれた学習活動は，本時における評価の場面を表す。 

 
学習活動 教材 

資料 
○指導上の留意点 
◆ＩＣＴ活用の場面 

評価規準と評価方法 
◇形成的評価による個別指導

導 
 

入 

１ 文章は書き方によって相

手を納得させる度合いが違

うことを知り，意見文を書

く学習に関心をもつ。 

 

２ 教科書の「立場と根拠を

明確にして書こう」を読み，

単元の目標を確かめる。 

 
３ 本時の目標を確かめる。 

ワークシ

ート① 
 
 
 
学習計画

表 

◆「お願い作文」ＡとＢを教

材提示装置で投影し，どち

らが納得できたかワーク

シート①に書かせる。 

 

◆学習計画表を教材提示装

置で投影し，学習の見通し

をもたせる。 

 

○本時の目標を斉読によっ

て確認させる。 

 
 

 
 

 

４ 「お願い作文」を比べ読

みし，相手を納得させるた

めにはどのような工夫が必

要かを考える。 

〔手順〕 
 １） 気が付いたことにつ

いて学級で発言する。 
 
 
 
 
 
２） ワークシート①の問

いに取り組む。個人 
  
３） 考えたことをグルー

プで確かめ合う。 
 

ワークシ

ート① 
 

○「お願い作文」Ａの方に，

より納得すると感じる理

由を考えさせる。 
 
 
○既習事項を確認し，共有さ

せる。 
◆「お願い作文」を電子黒板

で提示し，生徒の発言に該

当する部分をマーキング

をするなどして注目させ

る。 

○「双括式」「反論」など単

元の学習でキーワードと

なる語句については，教科

書で確認をさせる。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◇学習への取組が滞ってい

る生徒には，教科書の該当

箇所を指し示しながら，ワ

ークシート①の「比べる視

点・気が付いたこと」の内

容を対照させ，文中の空欄

に入る語句を考えるよう

に促す。 
 

相手や目的に応じて，文章の形態や展開に違いがあることを知ろう 

Ｃの状況の生徒への手立て

・客観的な事実に基づくこ

とが書かれているから。 
・体験に基づくことが書か

れているから。 
・調べたことが書いてある

から。 



展 
 
 

開 

 ４） 「相手を納得させる

文章」の条件について

グループで意見を出し

合い，５つにまとめる。 
 
５） 学級で発表し合い，

「相手を納得させる文

章」の条件を５つにま

とめる。一斉 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
５ 自分の意見を相手に伝え

るための「意見文」とはど

ういう形態や展開の文章か

を理解する。 

 
 
６ 学習課題「立場と根拠を 
明確にして意見文を書こ 
う」を設定する。 

 
 
 
 
 
 
 
 

画用紙 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ワークシ

ート① 
 
 
 
 
テーマ一

覧 
学習計画

表 
学習プリ

ント「書く

こと」④

「目的や

意図に応

じて書く

（ 意 見

文）」 
 

○グループの話合いで５つ

にまとめたものを画用紙

に書かせる。 

 

 

◆画用紙に書いた５つの条

件を教材提示装置で投影

させ，発表を分かりやすく

させる。 
○体験に基づくこと，本，新

聞，雑誌，インターネット

などを利用して調べたこ

と，人に聞いたり，調査，

観察，実験などを行ったり

したことなどを引用する

と，意見を相手に納得させ

やすいことに気付かせる。

 

○「意見文」を識別させる問

題に取り組ませることで，

意見文の形態や展開につ

いての理解を確かにさせ

る。 
 

○テーマ一覧から意見文を

書くことを知らせ，根拠の

収集について見通しをも

たせる。 
○言語活動を通して身に付

く力を予想させ，学習計画

表の「単元で身に付けたい

力」に書き込ませる。 
○学習プリントを活用して

既習事項を確認し，単元の

学習に備えるよう促す。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「相手を納得させる文

章」の条件と文章を照ら

し合わせて，該当する部

分にマーキングさせるな

どしてみせて，判断の手

掛かりとさせる。 

［言①］相手や目的に応

じて，文章の形態や展開

に違いがあることを理解

している。 

【ワークシート①】 

［言①］数種類の文章を読

んで，文章の敬体や展開の

違いを手掛かりにして意

見文を識別している状況

を「おおむね満足できる」

状況（Ｂ）と判断する。



ま
と
め 

７ 学習計画表の「振り返り」

の欄に色を塗り，「学んだこ

と・感想」を書く。また，

次時の「目標」を確かめ，

見通しをもつ。 

学習計画

表 
○目標に応じて学習内容が

どうであったかを考えて

振り返るように促す。 
○板書を参考にして学んだ

ことを書かせる。 
○次時は，「中学生が使う辞

書は『紙の辞書』がよいか

『電子辞書』がよいか」を

テーマに，意見文の書き方

を学ぶことを知らせる。 

 


